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（様式１） 

大阪市立矢田西小学校 平成３１年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

１ 学校運営の中期目標 

 現状と課題 

学力面では、学校の落ち着きとともに全国学力・学習状況調査やチャレンジテスト等にお

いて、基礎・基本の定着を図る取組を継続してきたこともあり、徐々に効果が表れつつある。

しかしながら、まだまだ基礎・基本の定着が不十分な児童も見られる。また、家庭での生活

習慣のあり方などでは課題が残る状況である。 

 このような状況の中で、「確かな学力」をはぐくむために、児童の実態に沿ったきめ細や

かな授業法を確立させる必要がある。また、継続して、児童に基本的生活習慣を定着させる

とともに、しっかりした規範意識をもたせ、児童の授業に取り組む姿勢の改善や学習意欲の

向上を図っていくことが必要である。 

中期目標 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

○「防災・減災カリキュラム」を活用する。学校診断アンケートにて、「避難訓練などを通

して、防災・減災の意識が高まった。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％以

上を達成する。 

○安全教育を推進し、防犯・安全な歩行に関する学校行事を年３度の指導を行う。 

 学校診断アンケートにて、「交通安全指導や避難訓練などを通して、安全に対する意識が

高まった。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する 

〇道徳の時間を要とし年間授業計画に基づいた各教科・領域の活動を通じ、相互理解・共感

を広げる取組を推進する。道徳教育を充実させ、自他を尊重する児童を育成し、学校診断

アンケートで「道徳の時間では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったり

する活動に取り組んでいたと思いますか。」の項目において、肯定的な回答の児童の割合

を学校平均で 70％を上回る。 

○人権を尊重する教育を推進し、学校行事「人権デー」を年１回実施する。学校診断アンケ

ートにて、「人権デーや人権に関する学習を通して、共に生きるなかまを思いやることが

大切であることがわかった。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％以上を達成

する。 

○学校図書館の利用を活性化させ、学校診断アンケートで「学校図書館を利用している。」

に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

○体験活動の充実を図り学習に対する興味を高め意欲を向上させ、学校診断アンケートで

「社会見学や校外活動を通して、学習に対する興味は高まりましたか。」に関して、肯定

的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

○校内調査における「国語・算数の授業がわかる」に対して、肯定的に回答する児童の割合

を 80％以上とする。 

○授業を公開する土曜授業を年間３回行い、保護者・地域が参加できる取組を土曜授業とし

て年間 1 回取り組む。 

〇組織的な若手教員の育成に取り組み、教員相互の学び合いにつながる校内研修が実施され

るようにする。研究教科を国語科に定め、研究目標を「確かな読みの力を育てる学習指導

の工夫」として取り組む。年３回の国語科の校内研究授業を行い、小学校学力経年調査に

おける「国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書い

ていますか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○英語教育の深化・充実を図り、児童に対する校内調査で「英語に関する活動が楽しい」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

○ICT を活用した教育の推進をはかり、教員に対する研修を年 1 回行い、ICT 機器を利用し

て授業した学年に対するアンケートで「ICT 機器を使用した授業はわかりやすい」に対

して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

○多文化共生教育を推進し、学校診断アンケートの「いろいろな国の人の、生活やあそび

などを知る機会がある。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

○健康週間を実施し、学校診断アンケートにおける「手洗い、うがいをしっかりし、健康

に気をつけている」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と

答える児童の割合を 80％以上にする。  

○子どもの体力・運動能力向上のために体力づくりに取り組み、学校診断アンケートにお

ける「体を丈夫にするため、すすんで運動に取組んでいる」の項目について、「当てはま

る（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合を 80％以上にする。   

○小・中学校の教職員の協力した指導等による学力向上をめざし、「小中連携アクションプ

ラン」に基づく小中一貫した取組を年 2 回する。学校診断アンケートにおける「中学校

へ進学することが楽しみである。」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当

てはまる）」と答える児童の割合を 80％以上にする。 

 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

全市共通目標（小・中学校） 

○年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を 95％以

上にする。 

○小学校学力経年調査・校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の

項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を

80％以上にする。 

○年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童を出さない。 

○年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。 

学校園の年度目標 

○災害発生時に、「減災」の考え方を踏まえ、「子どもの安全を守るための防災・減災指

導の手引き」を基に、区と連携した「防災・減災カリキュラム」に沿って、避難訓練

などの学校行事を通して防災・減災教育を充実させる。学校診断アンケートにて、「避

難訓練などを通して、防災・減災の意識が高まった。」に関して、肯定的な回答の児童

の割合の 80％以上を達成する。 

○安全（防犯）に対する心構えなどの指導を避難訓練で計画的に実施し、安全確保のた

めに必要な事項を実践的に児童が理解できるようにする。 

さまざまな場面における交通の危険について理解するとともに、体験型の学習活動を

通して安全な歩行のしかたや自転車の利用のしかたを指導する。安全（防犯）の避難

訓練を年 1 回行う。体験型の学習活動を通して安全な歩行のしかたや自転車の利用の

しかたを年 2 回指導する。学校診断アンケートにて、「交通安全指導や避難訓練などを

通して、安全に対する意識が高まった。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％

以上を達成する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○道徳の時間を要とし年間授業計画に基づいた各教科・領域の活動を通じ、相互理解・共

感を広げる取組を推進する。道徳教育を充実させ、自他を尊重する児童を育成し、学校

診断アンケートで「道徳の時間では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合

ったりする活動に取り組んでいたと思いますか。」の項目において、肯定的な回答の児童

の割合を学校平均で 70％を上回る。 

○様々な人権課題に関する学習を通して、主体的に課題解決を図ろうとする態度を養う。

人権課題に関する学習成果として学校・保護者・地域に発信する場として、年度に 1 回

「人権デー」を実施する。学校診断アンケートにて、「人権デーや人権に関する学習を通

して、共に生きるなかまを思いやることが大切であることがわかった。」に関して、肯定

的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

○学校図書館補助員や本校図書館ボランティアと協力して、学校図書館の活用を促す学校

図書館を活用した取組を年 3 回行い学校図書館の利用を活性化させ、学校診断アンケー

トで「学校図書館を利用している。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 70％以上

を達成する。 

○体験活動の充実を図り学習に対する興味を高め意欲を向上させ、学校診断アンケートで

「社会見学や校外活動を通して、学習に対する興味は高まりましたか。」に関して、肯定

的な回答の児童の割合の 75％以上を達成する。 

 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

○小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学年も前年

度より向上させる。 

○小学校学力経年調査における正答率が市平均の 7 割に満たない児童の割合を同一母集団

で比較し、いずれの学年も前年度より 2 ポイント減少させる。 

○小学校学力経年調査における正答率が市平均を 2 割以上上回る児童の割合を同一母集団

で比較し、いずれの学年も前年度より 2 ポイント増加させる。 

○小学校学力経年調査における「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割

合を、前年度より増加させる。 

○平成 30 年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査のうち、特に課題である 20ｍシャト

ルランの調査を 3 学期にも再度実施し、１学期の結果よりも平均３ポイント向上させる。 

学校園の年度目標 

○習熟度別少人数指導などの学習形態を活用して個に応じた指導を実施し、学習効率意欲を高

め、校内調査における「国語・算数の授業がわかる」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を 75％以上とする。 

○土曜を活用して授業を公開する土曜授業を年間 2 回行い、保護者・地域が参加できる「矢田

西フェスティバル」を土曜授業として年間 1 回取り組む。 

〇組織的な若手教員の育成に取り組み、教員相互の学び合いにつながる校内研修が実施さ

れるようにする。研究教科を国語科に定め、研究目標を「確かな読みの力を育てる学習

指導の工夫」として取り組む。年３回の国語科の校内研究授業を行い、小学校学力経年

調査における「国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付

けて書いていますか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させ

る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○英語教育の深化・充実を図り、本年度から新学習指導要領に基づき、全学年で外国語活動お

よび外国科の学習活動を行い、児童に対する校内調査で「英語に関する活動が楽しい」に対

して、肯定的に回答する児童の割合を 75％以上にする。 

○ICT を活用した教育の推進をはかり、教員に対する研修を年 1 回行い、ICT 機器を利用して

授業した学年に対するアンケートで「ICT 機器を使用した授業はわかりやすい」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を 75％以上にする。 

○世界における多様な文化を互いに理解し合い、異なる文化を持った人々とともに生き協働し

ていこうとする多文化共生教育を推進し、学校診断アンケートの「いろいろな国の人の、

生活やあそびなどを知る機会がある。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上

にする。 

○健康に対する現代的課題への対応を考え、健康週間の実施や「保健だより」などの活用を通

して、手洗い、うがい、早寝・早起き、朝ごはんの習慣が身につくよう指導し、今年度の学

校診断アンケートにおける「手洗い、うがいをしっかりし、健康に気をつけている」の項目

について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合を 70％以上に

する。  

○なわとびやかけあし週間などを設け、目標を立てることで進んで体力づくりに取り  

組み、今年度の校内アンケートにおける「体を丈夫にするため、すすんで運動に取組んでい

る」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合を

75％以上にする。 

○中学校進学への不安軽減のために 6 年生が中学校の行事に参加する取り組みを実施する。学

校診断アンケートにおける「中学校へ進学することが楽しみである。」の項目について、

「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合を 70％以上にする。

「小中連携アクションプラン」に基づく小中一貫した取組を年 2 回行う。 

【子どもが安心して成長できる安全な社会の実現】については、 

 

 

 

 

 

 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】については、 

 

 

 

 

 



 

 

 

（様式２） 

大阪市立矢田西小学校  平成 30 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

全市共通目標（小・中学校） 

○年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を 95％

以上にする。 

○小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目に

ついて、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を 80％

以上にする。 

○年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童を出さない。 

○年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少さ

せる。 

 

 

 

学校の年度目標  

○災害発生時に、「減災」の考え方を踏まえ、「子どもの安全を守るための防災・減災

指導の手引き」を基に、区と連携した「防災・減災カリキュラム」に沿って、避難

訓練などの学校行事を通して防災・減災教育を充実させる。学校診断アンケートに

て、「避難訓練などを通して、防災・減災の意識が高まった。」に関して、肯定的な

回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

○安全（防犯）に対する心構えなどの指導を避難訓練で計画的に実施し、安全確保の

ために必要な事項を実践的に児童が理解できるようにする。 

さまざまな場面における交通の危険について理解するとともに、体験型の学習活動

を通して安全な歩行のしかたや自転車の利用のしかたを指導する。安全（防犯）の

避難訓練を年 1 回行う。体験型の学習活動を通して安全な歩行のしかたや自転車の

利用のしかたを年 2 回指導する。学校診断アンケートにて、「交通安全指導や避難訓

練などを通して、安全に対する意識が高まった。」に関して、肯定的な回答の児童の

割合の 80％以上を達成する 

○道徳の時間を要とし年間授業計画に基づいた各教科・領域の活動を通じ、相互理解・

共感を広げる取組を推進する。道徳教育を充実させ、自他を尊重する児童を育成し、

学校診断アンケートで「道徳の時間では、自分の考えを深めたり、学級やグループ

で話し合ったりする活動に取り組んでいたと思いますか。」の項目において、肯定的

な回答の児童の割合を学校平均で 70％を上回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

 

 

○様々な人権課題に関する学習を通して、主体的に課題解決を図ろうとする態度を養 

う。人権課題に関する学習成果として学校・保護者・地域に発信する場として、年  

度に 1 回「人権デー」を実施する。学校診断アンケートにて、「人権デーや人権に関

する学習を通して、共に生きるなかまを思いやることが大切であることがわかっ

た。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

○学校図書館補助員や本校図書館ボランティアと協力して、学校図書館の活用を促す

学校図書館を活用した取組を年３回行い学校図書館の利用を活性化させ、学校診断

アンケートで「学校図書館を利用している。」に関して、肯定的な回答の児童の割合

の 80％以上を達成する。 

○体験活動の充実を図り学習に対する興味を高め意欲を向上させ、学校診断アンケー

トで「社会見学や校外活動を通して、学習に対する興味は高まりましたか。」に関し

て、肯定的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

 「いじめを許さない学級・学校づくり」を目指す。(いじめ・問題行動に対応する制度の活用)  

 指標  

平成 31 年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合

を 95％以上にする。 

取組内容②【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

「いじめを許さない学級・学校づくり」を目指す。(いじめ・問題行動に対応する制度の活用)          

 指標  

小学校学力経年調査・校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」

の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童(生

徒)の割合を 80％以上にする。 

取組内容③【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

問題行動の早期発見に努め、多様な支援を行う。 (いじめ・問題行動に対応する制度の活用)       

 指標  

平成 31 年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童を出さない。 

取組内容④【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

不登校や虐待に関する児童生徒の状況を適切に把握し、より丁寧な対応に取り組むことができ

るよう、児童理解に努める。 

 (不登校や児童虐待などの課題への対応)        
指標   

平成 31 年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減

少させる。 



 

 

 

取組内容⑤【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

災害発生時に、「減災」の考え方を踏まえ、「子どもの安全を守るための防災・減災

指導の手引き」を基に、区と連携した「防災・減災カリキュラム」に沿って、避難

訓練などの学校行事を通して防災・減災教育を充実させる。(防災・減災教育の推進)       

 指標  

「防災・減災カリキュラム」に沿って学習を行い、学校診断アンケートにて、「避難

訓練などを通して、防災・減災の意識が高まった。」に関して、肯定的な回答の児童

の割合の 80％以上を達成する。 

取組内容⑥【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

安全（防犯）に対する心構えなどの指導を避難訓練で計画的に実施し、安全確保の 

ために必要な事項を実践的に児童が理解できるようにする。 

さまざまな場面における交通の危険について理解する。 ( 安全教育の推進)       

 指標  

安全（防犯）の避難訓練を年 1 回行う。 

体験型の学習活動を通して安全な歩行のしかたや自転車の利用のしかたを年 2 回指

導する。 

学校診断アンケートにて、「交通安全指導や避難訓練などを通して、安全に対する意

識が高まった。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

取組内容⑦【施策② 道徳心・社会性の育成】 

道徳の時間を要とし年間授業計画に基づいた各教科・領域の活動を通じ、相互理解・ 

共感を広げる取組を推進する。(道徳教育の推進)       

 指標  

学校診断アンケートで「道徳の時間では、自分の考えを深めたり、学級やグループ

で話し合ったりする活動に取り組んでいたと思いますか。」の項目において、肯定的

な回答の児童の割合を学校平均で 70％を上回る。 

取組内容⑧【施策② 道徳心・社会性の育成】 

様々な人権課題に関する学習を通して、主体的に課題解決を図ろうとする態度を養

う。 (人権を尊重する教育の推進)       

 
指標  

人権課題に関する学習成果として学校・保護者・地域に発信する場として、年度に 1

回「人権デー」を実施する。 

学校診断アンケートにて、「人権デーや人権に関わる学習を通して、共に生きるなか

まを思いやることが大切であることがわかった。」に関して、肯定的な回答の児童の

割合の 80％以上を達成する。 

取組内容⑨【施策③ 地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】 

学校図書館補助員や本校図書館ボランティアと協力して、学校図書館の活用を促す。 

(学校図書館の活性化)       

 指標  

学校図書館を活用した取組を年３回行い学校図書館の利用を活性化させ、学校診断

アンケートで「学校図書館を利用している。」に関して、肯定的な回答の児童の割合

の 80％以上を達成する。 



 

 

 

取組内容⑩【施策③ 地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】 

体験活動の充実を図り、学習に対する興味を高め意欲を向上させる。 

 (産業界との連携と学習資源の有効活用)       

 指標  

学校診断アンケートで「社会見学や校外活動を通して、学習に対する興味は高まり

ましたか。」に関して、肯定的な回答の児童の割合の 80％以上を達成する。 

 



 

 

 

大阪市立矢田西小学校 平成 31 年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

○小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学

年も前年度より向上させる。 

○小学校学力経年調査における正答率が市平均の 7 割に満たない児童の割合を同

一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 2 ポイント減少させる。 

○小学校学力経年調査における正答率が市平均を 2 割以上上回る児童の割合を同

一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 2 ポイント増加させる。 

○小学校学力経年調査における「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を、前年度より増加させる。 

○平成 31 年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査のうち、特に課題である 20

ｍシャトルランの調査を 3 学期にも再度実施し、１学期の結果よりも平均３ポイ

ント向上させる。 

 

 

 

学校の年度目標  

○習熟度別少人数指導などの学習形態を活用して個に応じた指導を実施し、学習効率意

欲を高め、校内調査における「国語・算数の授業がわかる」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 80％以上とする。 

○土曜を活用して授業を公開する土曜授業を年間 2 回行い、保護者・地域が参加できる

「矢田西フェスティバル」を土曜授業として年間 1 回取り組む。 

〇組織的な若手教員の育成に取り組み、教員相互の学び合いにつながる校内研修が

実施されるようにする。研究教科を国語科に定め、研究目標を「確かな読みの力

を育てる学習指導の工夫」として取り組む。年３回の国語科の校内研究授業を行

い、小学校学力経年調査における「国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの

理由が分かるように気を付けて書いていますか。」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を、前年度より増加させる。 

○英語教育の深化・充実を図り、本年度から新学習指導要領に基づき、全学年で外国語

活動および外国科の学習活動を行い、児童に対する校内調査で「英語に関する活動が

楽しい」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

○ICT を活用した教育の推進をはかり、教員に対する研修を年 1 回行い、ICT 機器を利

用して授業した学年に対するアンケートで「ICT 機器を使用した授業はわかりやす

い」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

 

 

○世界における多様な文化を互いに理解し合い、異なる文化を持った人々とともに生き

協働していこうとする多文化共生教育を推進し、学校診断アンケートの「いろいろ

な国の人の、生活やあそびなどを知る機会がある。」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を 80％以上にする。 

○健康に対する現代的課題への対応を考え、健康週間の実施や「保健だより」などの活

用を通して、手洗い、うがい、早寝・早起き、朝ごはんの習慣が身につくよう指導し、

今年度の学校診断アンケートにおける「手洗い、うがいをしっかりし、健康に気をつ

けている」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える

児童の割合を 80％以上にする。  

○なわとびやかけあし週間などを設け、目標を立てることで進んで体力づくりに取り  

組み、今年度の校内アンケートにおける「体を丈夫にするため、すすんで運動に取組

んでいる」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える

児童の割合を 80％以上にする。 

○中学校進学への不安軽減のために 6 年生が中学校の行事に参加する取り組みを実施す

る。学校診断アンケートにおける「中学校へ進学することが楽しみである。」の項

目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合

を 80％以上にする。また、「小中連携アクションプラン」に基づく小中一貫した取組

を年 2 回行う。 

 

 

 

 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】 

児童一人ひとりの学習理解度及び学習状況等を客観的・経年的に把握・分析し、個

に応じた支援を充実させることで、基礎的・基本的な能力、知識・技能を活用する

能力の育成を図る。(全市共通テストの導入)    
指標   

小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学年も

前年度より向上させる。 

取組内容②【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】 

児童一人ひとりの学習理解度及び学習状況等を客観的・経年的に把握・分析し、個

に応じた支援を充実させることで、基礎的・基本的な能力、知識・技能を活用する

能力の育成を図る。(全市共通テストの導入)             
指標  

○小学校学力経年調査における正答率が市平均の 7 割に満たない児童の割合を同一

母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 2 ポイント減少させる。 



 

 

 

取組内容③【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】 

児童一人ひとりの学習理解度及び学習状況等を客観的・経年的に把握・分析し、個

に応じた支援を充実させることで、基礎的・基本的な能力、知識・技能を活用する

能力の育成を図る。(全市共通テストの導入)  
指標  

○小学校学力経年調査における正答率が市平均を 2 割以上上回る児童の割合を同一

母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 2 ポイント増加させる。 

取組内容④【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】 

全ての学習の基盤となる言語能力等の育成を重視し、主体的・対話的な深い学びを

重点に置いた、優れた授業実践や校内研修の実施に取り組む。 

 指標   

平成 31 年度の小学校学力経年調査（校内調査）における「学級の友達との間で話し

合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。 

取組内容⑤【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】 

習熟度別少人数指導などの学習形態を活用して個に応じた指導を実施する。 

 (学校力 UP ベース事業)       

 指標  

学習効率意欲を高め、校内調査における「国語・算数の授業がわかる」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を 80％以上とする。 

取組内容⑥【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】 

土曜日を活用し、授業の公開や保護者・地域住民が参加する活動の実施など、開か

れた教育活動を進める。 (教育活動のための時間の確保)       

 指標  

土曜を活用して授業を公開する土曜授業を年間 2 回行い、保護者・地域が参加でき

る「矢田西フェスティバル」を土曜授業として年間 1 回取り組む。 

取組内容⑦【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】 

組織的な若手教員の育成に取り組み、教員相互の学び合いにつながる校内研修が実 

施されるようにする。研究教科を国語科に定め、研究目標を「確かな読みの力を育 

てる学習指導の工夫」として取り組む。 

 指標  

年２回の国語科の校内研究授業を行い、小学校学力経年調査における「国語の授業

で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いていますか。」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。 

取組内容⑧【施策６ 国際社会において生き抜く力の育成】 

基礎基本の英語を大切にする英語教育の深化・充実を図り、本年度から新学習指導要領

に基づき、全学年で外国語活動および外国科の学習活動に取り組む。  

(英語教育の強化)       
指標  

児童に対する校内調査で「英語に関する活動が楽しい」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を 80％以上にする。 



 

 

 

取組内容⑨【施策６ 国際社会において生き抜く力の育成】 

ICT を活用した教育の推進をはかり、教員に対する研修を年 1 回行う。 

(ICT を活用した教育の推進)       

 指標  

ICT 機器を利用して授業した学年に対するアンケートで「ICT 機器を使用した授業は

わかりやすい」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

 

取組内容⑩【施策６ 国際社会において生き抜く力の育成】 

世界における多様な文化を互いに理解し合い、異なる文化を持った人々とともに生

き協働していこうとする多文化共生教育を推進する。 (多文化共生教育の推進)  

 指標  

学校診断アンケートの「いろいろな国の人の、生活やあそびなどを知る機会がある。」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 

 

取組内容⑪【施策７ 健康や体力を保持増進する力の育成】 

子どもの体力・運動能力向上に向けて、子どもへの取り組みの改善を図るとともに、

体育科の学習において、運動が苦手な子どもや消極的な子どもへの手だてを工夫す

ることを継続して取り組んでいく。(子どもの体力・運動能力向上のための取組の充実) 

 
指標  

学校診断アンケートにおける「体を丈夫にするため、すすんで運動に取組んでいる」

の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割

合を 75％以上にする。 

平成 31 年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査のうち、特に課題である 20ｍシャ

トルランの調査を 3 学期にも再度実施し、１学期の結果よりも平均３ポイント向上

させる。 

 

取組内容⑫【施策７ 健康や体力を保持増進する力の育成】 

健康に対する現代的課題への対応を考え、健康週間の実施や「保健だより」などの

活用を通して、手洗い、うがい、早寝・早起き、朝ごはんの習慣が身につくよう指

導する。 (健康に関する現代的課題への対応)      

 指標  

学校診断アンケートにおける「手洗い、うがいをしっかりし、健康に気をつけてい

る」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童

の割合を 80％以上にする。 

 

取組内容⑬【施策７ 健康や体力を保持増進する力の育成】 

なわとびやかけあし週間などを設け、目標を立てることで進んで体力づくりに取り 

組む。 (子どもの体力・運動能力向上のための取組の充実)   

 指標  

校内アンケートにおける「体を丈夫にするため、すすんで運動に取組んでいる」の

項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合

を 80％以上にする。 



 

 

 

 

取組内容⑭【施策８ 施策を実現するための仕組みの推進】 

中学校進学への不安軽減や小・中学校の教職員の協力した指導等による学力向上を

めざし、「小中連携アクションプラン」に基づく小中一貫した取組を推進する。  

(小中一貫教育の充実)     

   

 
指標  

6 年生が中学校の行事（体育祭や文化祭）に参加したり、中学校の授業体験やクラブ紹

介に参加したりする。 

理科の指導において中学校教員による授業を実施する。 

「小中連携アクションプラン」に基づく小中一貫した取組を年 2 回行う。 

学校診断アンケートにおける「中学校へ進学することが楽しみである。」の項目につ

いて、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合を 70％以

上にする。  

 

 

 

 

 

 

 


